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研究成果概要 

2010 年（平成 22年）11 月 16 日 (火) から 17 日 (水)の午前中まで、東京大学 柏

キャンパス 総合研究棟 6階大会議室において、研究会「ガンマ線天文学 --日本の戦

略--」を開催した。さらに、17 日 (水)の午後からは CTA-Japan Collaboration 

Meeting、18 日 (木)は Boot Camp（若手や新規加入者が状況や知識を共有するため

の勉強会）をグループ外にも公開する形で開催した。 

研究会は、次世代地上TeV領域ガンマ線国際観測プロジェクトCTAにおいて、日本が

貢献を行うための戦略を練ることを趣旨として企画された。昨年からCTA-Japanコン

ソーシアムを結成し組織体制も整え、日本独自の装置開発研究もスタートしている状

況を日本のコミュニティに広く知って頂き、できるだけ広い分野の研究者を交えて議



論を行い、この流れをさらに確かなものにするという目的でプログラムを計画した。 

 講演者と講演題目は、以下の通りである。講演数は 20 件（研究会のみ）で、参加

者は講演者も含めて約 65 人に達し、活発な議論が行われた。なお、講演者のスライ

ドは以下の URL にて公開している。 

 http://cta.scphys.kyoto-u.ac.jp/workshop/CTA-J/2010/（敬称略） 

「TeV ガンマ線レビュー」 手嶋 政廣（東京大学&MPI） 

「フェルミ衛星による超新星残骸からのガンマ線の観測」 片桐 秀明（広島大学）  

「フェルミ衛星による活動銀河核からのガンマ線の観測」 林田 将明（京都大学）  

「CTA 計画現状と CTA-Japan 活動状況」 戸谷 友則（京都大学） 

「宇宙線加速に関わる理論的課題」 高原 文郎（大阪大学） 

「最高エネルギー宇宙線観測の現在」 常定 芳基（東京工業大学）  

「星間雲からのガンマ線放射」 福井 康雄（名古屋大学）  

「IceCube 実験の最新結果と国際共同実験における日本グループの戦略」吉田 滋（千葉大学） 

「大型低温重力波望遠鏡 LCGT で探る高エネルギー天体現象」 神田 展行（大阪市立大学） 

「Ｘ線天文学の課題と戦略」 河合 誠之（東京工業大学） 

「TeV ガンマ線で明るいパルサー星雲と暗いパルサー星雲」 田中 周太（大阪大学） 

「ガンマ線連星 LS5039 における TeV ガンマ線放射と CTA」 山口 正輝（大阪大学） 

「超新星残骸から逃走した宇宙線」 大平 豊（KEK）  

「センチ波電波天文学の将来計画」 中西 裕之（鹿児島大学）  

「宇宙赤外線背景放射でさぐる宇宙初期天体」 松浦 周二（ISAS/JAXA） 

「GRB と超遠方宇宙」 井上 進（京都大学） 

「GRB から期待されるガンマ線光度曲線」 浅野 勝晃（東京工業大学） 

「宇宙の物質、磁場、背景輻射中で発達する電子光子シャワーの特徴」中塚 隆郎（岡山商科大） 

「高エネルギー天体による宇宙磁場の探索」 高橋 慶太郎（名古屋大学） 

「天体からの宇宙線電子・陽電子放射と CTA などの将来計画」 川中 宣太（KEK） 

 研究会の成果としては、以下のようなものが挙げられる。 

１）CTA-Japan 主催の研究会は今年度で第 2 回目となり、TeV ガンマ線分野だけでは

なく、隣接分野との連携も視野に入れた日本の戦略を活発に議論することができた。 

２）CTA-Japan の活動も 2年目に入り活発化し、サイエンス検討や装置開発など、CTA

全体の中で日本の存在感を発揮しつつあることを、参加者に知って頂くことができ

た。 

３）研究会と連続して、CTA-Japan の Collaboration Meeting と Boot Camp が誰でも

参加可能な形式で開催され、現在の開発状況の詳細や日本の戦略について情報を共有

することができた。 
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